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ここに注目!ここに注目!ここに注目!城泊の成功に向け、連携を取って事業推進を！

教育環境の充実を図るため、遠隔教育システムを導入！

新型コロナウイルスの影響を踏まえ、しかるべき時期に効果的な事業実施を！

平戸市平戸城懐柔櫓宿泊施設の指定管理者等について

平戸城城泊は、３社のサポートを受け、指定管理者が実施
　今回指定管理者となった㈱狼煙の株主は、計画提案の際に城泊JV（共同体）として応募し、優
先交渉権者として選定されたKessha㈱、㈱アトリエ天工人、日本航空㈱（JAL）の３社。㈱狼煙
は、業務の実務を担う運営会社で、経営の意思決定は城泊JVの代表者であるKessha㈱が行う。
また、㈱アトリエ天工人、日本航空㈱（JAL）は、施設のデザインや人材育成研修、商品開発・
販売などのサポートを行う。

委員会での主な議論
　　指定の期間が令和２年４月１日から10年間の長期間となるが、連帯保証はあるのか。
　　現在、連帯保証契約は締結してないが、計画提案の際にも経営について10年間は行う確約を  
　取る条件も出しており、今後、指定管理の協定を締結する際に再度検討したい。また、全国か
　ら注目を集めている事業であり、城泊の成功に向け、連携を取りながら進めていきたい。

事業概要および導入のメリット
　小規模校や少人数学級の交流促進などを目的に、既存のＩＣＴ機器等を活用する遠隔教育シス
テムを導入する。このシステムを導入することにより、自校にいながら他校との交流が可能とな
り、児童・生徒が多様な意見や考えに触れたり、共同して学習に取り組んだりする機会の充実を
図ることができる。また、専門教諭がいない学校の児童・生徒が、他校の専門教諭からシステム
を通じて指導を受けることが可能となり、学習活動の質を高めるとともに、教員の資質向上を図
ることができる。
　なお、導入予定のシステムは、最大３校と双方向の同時通信ができるも
のであり、将来的には、同時通信校数を増やしていく予定である。

事業費および対象学校等

指定管理者の指定について（平戸市平戸城懐柔櫓宿泊施設）

遠隔教育システム導入事業

令和２年３月定例会（３月２日～３月19日）

令和２年度平戸市一般会計予算

令和元年度平戸市一般会計補正予算（第９号）

委員会での主な議論
　　新型コロナウイルス感染症の影響による税収減の見通しをどのようにとらえているか。
　　新型コロナウイルスの影響により、市内の観光業、飲食業もかなり冷え込んでいると聞いて
いるが、いまだ収束の見通しも立たない状況である。市税等の予算については、これまでの
実績をベースに予算計上していることから、このままでは、法人市民税、入湯税などを中心
に予算割れとなることは避けては通れないものと考えている。

　　税収減が見込まれる中での歳出予算の執行については、どのように考えているのか。
　　福祉や教育など、住民サービスに直結した予算や公共事業などについては、財政調整基金
　（不測の事態に対応するための基金）の取り崩しで対応し、歳出予算を削減する予定はない。
　誘客対策事業をはじめ、各種事業の執行に当たって
は、新型コロナウイルスの影響の状況を見ながら、し
かるべき時期を見極め、より効果的な事業となるよう、
各担当課の判断に任せるのではなく、企画財政課が全
体的な判断を行った上で執行すべきではないか。

　　事業実施は、新型コロナウイルスの影響を踏まえた
　上で、各課とも十分に協議し、調整していきたい。

国の緊急対応策（第２弾）を受けた市の主な対応について
　⑴　感染症防止のための学校の臨時休業に伴う受け入れ施設への支援
　　・　特別支援学校等の臨時休業に伴う、放課後等デイサービスの対応に係る財政支援を実施。
　　・　放課後児童クラブ５カ所に財政支援を実施。なお、小学校低学年児童を受け入れてい
　　　る保育所等に、市単独事業として、保護者負担が増加しないよう支援を実施。
　⑵　感染拡大防止を図る事業
　　・　こども用マスク等の購入や消毒に必要となる経費等を、放課後児童クラブ、地域子育
　　　て支援拠点施設、保育所等に１施設当たり上限50万円を補助。
委員会での主な議論
　　マスク、消毒液等が全国的に不足している。いつまでに購入したものが補助対象か。
　　原則、令和２年３月31日までに購入するもの。ただし、すでに購入したものでも、１月16
　日以降に購入したものであれば補助対象となる。
　　学校の臨時休業に伴う児童の受け入れに係る保護者負担はどのようになっているのか。
　　今回の休業により終日の受け入れになった場合には、負担増となる半日分相当の400円を市
　単独事業として施設に補助することにより、保護者負担の軽減を図る。
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108万５千円（小学校費67万８千円、中学校費40万７千円）

市内全小中学校

遠隔教育システム使用料、機器（マイク・スピーカー）購入など

事 業 費

対象学校

内　　容

指定管理者：株式会社狼煙
指定の期間：令和２年４月１日～令和12年３月31日まで

なし
施設使用料として、指定管理者が、市に対し、年間350万円を支払う

指定管理者および
指定の期間

指定管理料
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